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要旨

NTTにおける情報通信に係わるR&Dの進め方について
R&D activities in NTT forward information & communication services

串間 和彦
KAZUHIKO KUSHIMA

日本電信電話株式会社 サービスイノベーション総合研究所 常務理事 所長
Associate Senior Vice President, Director, NTT Service Innovation Laboratory Group

日 時： 2013年11月14日（木） 14：50-16：30
会 場： 東京大学工学部2号館2階223号講義室
授業科目： 工学リテラシーⅡ(科目番号3799-150)

「知の泉を汲んで研究し実用化により世に恵を具体的に提供しよう」

1948年に発足した電気通信研究所から60年あまり、NTTの研究所

の理念として受け継いできた言葉である。世界をリードする技術を生

み出し、それを実用化することで社会や産業、学術の発展に寄与して

いくという強い思いが込められている。

演者はNTTとNTTドコモに所属し、画像検索の研究やネットワーク

設備の開発に従事してきた。その経験に基づき、NTTの研究開発に

ついて講演する。

激変するICT分野における、基礎研究からビジネス展開に向けた商

用化開発までの多様な取り組みを示すとともに、研究開発を進める

上で重要と思われるスキル・心がまえを伝える。


